
大人の当たり前は、必ずしも子どもの当たり前
ではない。家庭でも学校でも、言葉の意味とか
細かいところを、丁寧に確認する必要がある。

先生方の働き方改革が叫ばれている中、コミュニティ・
スクールが負担になっては本末転倒。先生たちには地
域をどんどん頼ってもらって、地域は子どものためにで
きることを積み上げたい。

学校部会と学校運営協議会の進め方を昨年度
ベースでただ継続するのではなく、現状に合わせ
て、見直し続ける必要があると感じた。

キャリア教育とコミュニティ・スクールは
相性がいいと感じている。一つの柱とし
て進めていければ良いのでは。
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